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Ⅰ．はじめに
これまでの筆者による幼児の音楽的表現の動作解析

結果と音楽テスト結果との関係性についての定量的分
析を通して、身体的な動きの要素と音楽的諸要素の認
識との強い関係性が明らかになってきた。そのことか
ら、ふりや劇化の頻出する幼児期特有の音楽的表現に
おいて、音楽的諸要素の認識度は、身体的な動きの要
素の変化に表れることが検証された（Sano, 2018a）。

そこで、本稿では、リズムの感受から音楽的諸要素
の認識への移行過程について、幼児の音楽的表現にお
ける動きの要素の変化を、定量的分析を通して明らか
にしたいと考えた。

Ⅰ　幼児の音楽的諸要素の認識に関する研究動向につ
　　いて

幼児のリズムをはじめとする音楽的諸要素の認識に
ついて、これまでの研究報告を概観すると、幼児に向
けた音楽表現の活動実践、特定の音楽教育方法の援用
による教育的効果、幼児に実際に歌唱させることで音
高やリズムに対する表現力を測定しようとした音楽テ
スト、音楽的諸要素に対する気づきや認識度を測定し
ようとした音楽テスト等に関するものが挙げられる。

リズムの経験については、言葉のリズムに始まるオ
ノマトペの経験の重要性やその活動実践が提唱されて

いる（小久保・小川・佐藤 2018；小池・深田 2016）。
リズム記憶は他の記憶より先に発達し、幼児期のリズ
ムの体得が、「ことば遊び」のように音高などの伴わな
いものから入るのがよいという考え方も示されている

（宮崎 1970）。また、カール・オルフの音楽教育方法に
学び、言葉からリズム・旋律を作り出し即興表現を行
う活動実践の提唱も見られる（笹谷2018）。梅澤（2010）
は、コダーイ・システムの鼓動の概念を参照して、拍
感形成以前のリズム知覚の特徴を捉えようとした。持
田（2010）は、1 歳、2 歳の幼児のリズム運動を観察
し、歌を歌うことの繰り返しのなかで、幼児が日ごと
にリズム運動を獲得していくこと、音のリズムに共振
を手がかりとして自分のリズム運動を表出することを
見い出した。また、水野（2012）は、幼児期の音楽理
解について、3 歳児の鑑賞時の観察事例から、調性感
がみられること、調性の感受や認識よりもリズムやテ
ンポの特徴が優先されることを見い出している。

幼児期の音楽的諸要素の認識度を測定するために、
かつて、Seashore（1936）の音楽能力テストや音研式
音楽能力診断テスト（音楽心理研究所 1966）が提示さ
れてきた。そうした音楽テストの中でも、幼児に歌を
歌わせてその再生表現力から、音楽的諸要素の認識度
が調査された研究報告には、歌の記憶再生実験によっ
て、幼児の教材のリズム構造の違いが、旋律の認識に
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おける難易と対応するのかについて明らかにした水戸
ら（2006）の研究が挙げられる。それによれば、リズ
ムの発達は早期から始まっており、リズム構造の複雑
さ如何は、幼児の歌の記憶再生にはあまり関係なかっ
たということである。吉富ら（2014）は、歌の再生表
現力を測定し、幼児期の音高認識について調査した。

同様の音高認識に関する音楽テストでも、山根の研
究報告（2009）では、2〜6 歳児に対する「絵と音高列
とのマッチング」や「音感ベルの刺激」による音高識
別実験が行われている。それにより、2、3 歳児と 4、
5、6 歳児との音高識別力の差異が示された。宮崎

（1970）は、音記憶や音高識別、重音と単音の識別につ
いて、幼児が音を聴いて同じか異なるかを認識してい
るかどうか等によって音楽的諸要素の認識度を調査し
ている。筆者は、6 領域 60 項目の音楽テストを作成し
たが、それらは、音の「強弱」「数・長短」「リズム」

「高低」「協和」「鑑賞」といった各側面から、幼児が音
や音楽を聴いて、音同士を比較的に捉えて認識できて
いるかを測定しようとするものであった（佐野 2014）。
それは、幼児が、音楽的諸要素を認識していても、か
ならずしも大人が期待する評価基準で、歌唱や楽器演
奏の再生表現ができないためである。佐野（2020）は、
複数年度に亘る音楽テストの結果、「強弱」「表現鑑賞」

「数・長短」「高低」の順に平均得点が高く、4 歳児の
得点の伸びが 5 歳児の伸びよりも大きい傾向にあるこ
とを示した。音の響きや重なりを感じ取る「協和」に
ついては、発達が遅く、対象児にあまり差異が生じな
かった点については、前述、宮崎（1970）の調査結果
と類似した傾向が見られた。

それに対して、近年の海外の研究動向においては、
幼児の音楽教育についての教師教育の必要性と改善を
提唱する研究報告がよく見られる。例えば、オースト
ラリアのクイーンズランド州の 2 つの幼稚園での音楽
活動のスナップショットから、Garvis（2012）は、音
楽が多くの日常生活の基礎であり探索的な学びの重要
な要素であること、それにかかわる教師の重要性につ
いて考察している。

また、幼児の音楽教育に関する知識と実践の改善の
必要性から教師教育を提唱した研究が散見される

（Bolduc, J., & Evrard, M., 2017; van As, A., & Excell, 
L., 2018; Naughton, C., & Lines, D., 2013; Wong, Yau-
ho., & Lau, Wing-chi., 2018）。Türkmen, E., & Göncü, 
I. （2018）は、コダーイ・メソッドをトルコの音楽教育
に援用して直面した課題は、教師教育であったことに
ついて述べている。音楽が自由遊びの中での幼児によ

る発見や探索を促すこと（van Vreden, M., 2018）、親
が家庭で子どもとの音楽的相互作用を構築することの
重要性（Hamilton, L., 2014）、音楽を聴くことや音楽の
訓練が認知発達を促進すること（Foran, L., 2009）とい
った幼児期からの音楽経験の重要性（Merkow, C., 
2013）を指摘する調査結果も見られる。

このように、幼児の音楽的諸要素の認識については、
幼児に対する音楽テストを実施することで、その認識
度や再生表現力を測定しようとした研究報告や、幼児
期からの音楽教育の重要性とかかわる教師教育の必要
性を、既存の音楽教育方法の援用や活動実践から検証
した研究報告が主に見られた。

しかしながら、リズム経験や音楽的諸要素の認識を
目的とした活動実践の過程における幼児の音楽的表現
の発展度を定量的分析によって検証することは、十分
に検討されてきたとは言えない。

そこで、筆者は、かつて考案した音楽的表現育成
（Musical Expression Bringing-up=MEB）プログラム
（佐野 2010）の活動実践過程におけるリズム経験から
音楽的諸要素の認識を目的とした活動への移行過程を
対象として、幼児の音楽的表現の動作解析結果に関す
る定量的分析を行うことを考えた。 

Ⅱ　研究の目的と方法
1. 研究の目的

この研究の目的は、リズムの経験を中心とした活動
から音楽的諸要素の認識を目的とした活動まで、音楽
的諸要素の認識が進むにつれて、幼児の音楽的表現の
発展度が、身体的な動きの要素の変化にどのように表
れるかを、定量的分析によって検証することである。
そのために、2019 年度の研究協力園であった大阪府 T
市の U 保育園と H 市の D 保育園の 3 歳児、4 歳児、5
歳児の活動実践過程における音楽的表現の動作解析を
行った。D 保育園と U 保育園は、いずれも都市近郊の
住宅地にあり、遊び中心の保育形態がとられていた。

2.　研究の方法
（1）　リズムの経験を中心とした活動と音楽的諸要素
　　の認識を目的とした活動の特徴的な実践内容

リズムの経験を中心とした活動内容は、筆者による
音楽経験プログラムでは第 2 段階に、音楽的諸要素の
認識を目的とした活動内容は、その第 3 段階で実践さ
れている。

第 2 段階で特徴的な活動内には、「職業のテーマによ
る活動」において、例えば、《ふしぎなポケット》を歌
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いながら 2/4 拍子の手拍子をして、次にその手拍子を
しながらお菓子の名前を順に言い、言葉の有するリズ
ムに気づく活動がある。そして、他の種類の店で売っ
ている果物や野菜等の名前のリズム唱をして事象のイ
メージと結びつける。また、《パンやさんにおかいも
の》（作詞：佐倉智子 作曲：おざわたつゆき）の手遊
び歌を歌い動作をつけることから、歌詞に出てくる職
業のイメージを喚起し、役割演技をする、といった活
動がある。「集中活動のゲーム」では、《どんないろが
すき》を歌いながら輪になり、音楽のリズムに合わせ
て、ボールを動かすイメージや綱引き等イメージの動
作を行う。さらに、音楽に合わせて、ボールを隣の幼
児に渡していき、音楽が止まったところでボールを持
っている幼児が好きな色を言い、音楽が再開するとボ
ール渡しも再開し、次に音楽が止まった時にボールを
持っている幼児は、自分の答えと自身よりも 1 つ前の
答えを覚えておいて答えるといった、記憶保持の活動
を行う。

第 3 段階で特徴的な活動内容には、日常の園生活で
用いられる童謡を用いたリズムパターンの認識の経験
として、異なるリズムパターンを 2 グループで合わせ
て手拍子したり、異なるリズムパターンでのリズムの
応答、A でリズムパターンを手拍子し、B で手拍子し
ないことによる ABA 形式の簡易なパターンを認識す
る活動等が挙げられる。また、音楽に合わせたクリエ
イティブ・ムーブメントとして、《ライオンの大行進》

（サンサーンス作曲《動物の謝肉祭》より≪序奏と獅子
王の行進≫主題部分の抜粋の田中常雄編著）に合わせ
たライオンの歩みのイメージの動きをすることも含ま
れる。加えて、3 音だけに始まる少ない音数によるメ
ロディにせりふを乗せた応答唱によるストーリーの創
造と、断片的な役割演技を行う活動へと展開していく
のである。
（2）　3Dモーションキャプチャーによる動作解析

ここでは、リズムの経験を中心とした音楽的表現に
ついては、《パンやさんにおかいもの》の手遊び歌を、
音楽的諸要素の認識を主な目的とした音楽的表現につ
いては、《ライオンの大行進》に合わせたライオンのイ
メージの動きを、動作解析の対象とした。動作解析に
は、MVN システム（3D モーションキャプチャー）を
用いた。モーションキャプチャーの技術の教育分野へ
の援用は、主に大人を対象とした研究報告が散見され、
幼児の音楽的表現に関しては、これまで見られなかっ
た（佐野 2016a）。

そこで、筆者は、2013 年度～2015 年度までは、MTw

システムを、2016 年度～2019 年度までは、MVN シス
テムを用いて、幼児の音楽的表現の動作解析を、3 歳
児、4 歳児、および 5 歳児を対象として行っている

（Sano, 2016b; Sano, 2018a; Sano, 2018b; Sano, 2019）。
ここでの対象児は、研究協力園の責任者や保護者によ
る許可や同意書の得られた幼児のみである。

第 2 段階の《パンやさんにおかいもの》( 作詞：佐倉
智子 作曲：おざわたつゆき）については、次のよう
に、対象児の音楽的表現を、MVN システム（3D モー
ションキャプチャー）によって動作解析した。U 保育
園では、2019 年 8 月 20 日 9：50～11：50 に、33 人（3
歳児 13 人、4 歳児 10 人、5 歳児 10 人）を対象として
行った。D 保育園では、2019 年 8 月 27 日 9：45～12：
50 に、49 人（3 歳 児 18 人、4 歳 児 15 人、5 歳 児 16
人）を対象として行った。

第 3 段階の《ライオンの大行進》( サンサーンス作曲
≪動物の謝肉祭≫より≪序奏と獅子王の行進≫主題部
分の抜粋の田中常雄編著）については、次のように、
対象児の音楽的表現を、MVN システム（3D モーショ
ンキャプチャー）によって動作解析した。U 保育園で
は、2019 年 10 月 16 日 9：45～12：00 と 10 月 23 日
9：45～10：40 の 2 日間で、37 人（3 歳児 15 人、4 歳
児 12 人、5 歳児 10 人）を対象として行った。D 保育
園では、2019 年 10 月 25 日 10：00～13：30 に、52 人

（3 歳児 18 人、4 歳児 16 人、5 歳児 18 人）を対象とし
て行った。

ここで用いた 3D モーションキャプチャーは、MVN
システムである。MVN システムでは、既定の全身測
定部位の 17 か所に、1 個ずつワイヤレスの小型軽量モ
ーショントラッカーを装着し、身体的な動きを捉える
ものである。その測定方法は、2016 年度から行ってき
た 方 法 と 同 様 で あ る（Sano, 2018a; 2018b, 2018c; 
2019）。頭部、左右肩、胸部、骨盤、左右上腕、左右前
腕、左右手、左右下肢上部、左右下肢下部、左右足、
の 17 か所にモーショントラッカーを装着した幼児は、
1 人ずつピアノ伴奏に合わせて、該当の音楽的表現を
行い、その動作解析に参加した。測定時間は、1 人当
たり 30 秒間であり、既定の身体部位の計測後のキャリ
ブレーション、準備等を含めると、各 5～10 分間程度
を要した。各音楽的表現における身体的な動きのデー
タが 1/60 秒のタイムフレームで取得された。同時に、
イーサネットカメラで収録した動画についても、映像
分析を行った。
（3）　MVN取得データの定量的分析および映像分析

ここでの MVN 取得データは、筆者による音楽経験

－111－



プログラムの第 2 段階と第 3 段階の活動内容から抽出
した測定項目によるものである。本稿では、保育園要
因（2 水準）、年齢要因（3 水準）、活動段階要因（2 水
準）による、対応の無い三元配置分散分析を、主な定
量的分析の方法とし、併せて対象児 1 人ずつの映像分
析も行った。

Ⅲ　結果と考察
1．リズムの経験を中心とした活動時と音楽的諸要素
　　の認識を目的とした活動時の分析結果について

Ⅱ（2）に示したとおり、ここでは、MVN 取得デー
タについて、第 2 段階のリズム経験を中心とした活動
時と、第 3 段階の音楽的諸要素の認識を目的とした活
動時の動作解析結果に関する定量的分析の方法とし
て、対応の無い三元配置分散分析を用いた。その結果、
移動距離、移動平均加速度、左右手間隔、動きの円滑
性について、特徴的な変化が見られた。なお、左右の
ある測定部位については、そのデータの類似性により、
右側部位の各データを用いた。

ここでは、頭、右手、右足の動きについて述べる。
（1）　頭移動距離

三元配置分散分析の結果、被験者間効果の検定の主
効果・交互作用は、保育園要因（F（1, 159）=12.64, 
p<.005）、年齢要因（F（2, 159）=5.885, p<.005）、活動
段階要因（F（1, 159）=167.295, p<.005）、保育園 * 年齢
要因（F（2, 159）=7.246, p<.005）で有意であった。そ
こで、単純主効果の検定および Bonferroni の方法によ
る多重比較の検定を行った。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の保育園要因につい
て、単純主効果は、5歳児の第3段階（F（1, 159）=25.667, 
p<.005）で有意であった。多重比較によれば、5 歳児の
第 3 段階で、D 保育園が U 保育園よりも大きかった。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の活動段階要因につい
て、単純主効果は、D 保育園の第 3 段階（F（2, 159）
= 23.44, p<.005）で有意であった。多重比較によれば、
D 保育園の第 3 段階で 3 歳児が 4 歳児や 5 歳児よりも
大きかった。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の活動段階要因につい
て、単純主効果は、D保育園の3歳児（F（1, 159）=22.468, 
p<.005）、4 歳児（F（1, 159）=16.494, p<.005）、5 歳児（F

（1, 159）= 81.124, p<.005）、および、U 保育園の 3 歳児
（F（1, 159）=38.187, p<.005）、4 歳児（F（1, 159）=17.981, 
p<.005）、5 歳児（F（1, 159）=17.634, p<.005）で有意で
あった。多重比較によれば、D 保育園と U 保育園の 3
歳児、4 歳児および 5 歳児で、第 3 段階が第 2 段階よ

りも大きかった。
（2）右手移動距離

次の表 1 は、右手移動距離の平均値を示している。

三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結
果、主 効 果 は、保 育 園 要 因（F（1, 159）= 15.252, 
p<.005）、年齢要因（F（2, 159）= 5.999, p<.005）、活動
段階要因（F（1, 159）= 92.828, p<.005）で有意であっ
た。そこで、多重比較の検定を、Bonferroni の方法を
用いて行った。

多重比較によれば、4 歳児と 5 歳児の第 3 段階で D
保育園が U 保育園よりも大きかった。また、D 保育園
の第 3 段階で、5 歳児が 3 歳児と 4 歳児よりも大きか
った。D 保育園と U 保育園の 3 歳児、4 歳児、および
5 歳児で、第 3 段階が第 2 段階よりも大きかった。
（3）　右足移動距離

三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結
果、主効果は、次のとおりであった。

保育園要因（F（1, 159）=38.496, p<.005）、活動段階
要因（F（1, 159）=231.077, p<.005）で有意であった。
そこで、多重比較の検定を、Bonferroni の方法を用い
て行った。

多重比較によれば、3 歳児の第 3 段階で D 保育園が
U 保育園よりも大きく、5 歳児の第 2 段階と第 3 段階
で、D 保育園が U 保育園よりも大きかった。また、D
保育園の第 3 段階で、5 歳児が、3 歳児や 4 歳児よりも
大きかった。D 保育園と U 保育園の 3 歳児、4 歳児、
および 5 歳児で、第 3 段階が第 2 段階よりも大きかっ
た。
（4）　頭移動平均加速度

三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結
果、主効果は、保育園要因（F（1, 159）=58.43, p<.005）、
年齢要因（F（2, 159）=6.267, p<.005）、活動段階要因（F
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保

育

園

年齢 活動段階 平均値 標準偏差 N 

3歳児 第 2段階 4.3037 1.67783 18 
D 第 3段階 12.0822 6.50261 18 
保 4歳児 第 2段階 5.7702 1.85198 15 
育 第 3段階 14.4852 8.87381 16 
園 5歳児 第 2段階 7.8683 1.86906 16 

第 3段階 19.9847 8.58256 18 
3歳児 第 2段階 2.9172 1.76115 13 

U 第 3段階 11.0111 5.28037 15 
保 4歳児 第 2段階 4.4379 2.00721 10 
育 第 3段階 9.3197 5.08713 12 
園 5歳児 第 2段階 4.1486 1.14468 10 

第 3段階 12.4414 9.14621 10 

表1　右手移動距離の平均値



（1, 159）= 90.371, p<.005）で有意であった。そこで、多
重比較の検定を、Bonferroni の方法を用いて行った。

多重比較によれば、3 歳児と 4 歳児の第 3 段階で D
保育園が U 保育園よりも大きく、5 歳児の第 2 段階と
第 3 段階で、D 保育園が U 保育園よりも大きかった。
また、D 保育園の第 3 段階で、5 歳児が 3 歳児や 4 歳
児よりも大きかった。D 保育園と U 保育園の 3 歳児、
4 歳児、および 5 歳児で、第 3 段階が第 2 段階よりも
大きかった。
（5）　右手移動平均加速度の変化

三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結
果、主効果は、保育園要因（F（1, 159）=19.653, p<.005）、
年齢要因（F（2, 159）=9.545, p<.005）、活動段階要因

（F（1, 159）=5.49, p<.005）で有意であった。そこで、
多重比較の検定を、Bonferroni の方法を用いて行った。

多重比較によれば、4 歳児と 5 歳児の第 3 段階で、
D 保育園が U 保育園よりも大きかった。また、D 保育
園において、第 2 段階の 5 歳児が第 3 段階よりも大き
く、第 3 段階の 4 歳児と 5 歳児が 3 歳児よりも大きか
った。D 保育園の 4 歳児と 5 歳児で、第 3 段階が第 2
段階よりも大きかった。
（6）　右足移動平均加速度の変化

三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結
果、主効果は、保育園要因（F（1, 159）=61.855, p<.005）、
活動段階要因（F（1, 159）=91.919, p<.005）で有意で
あった。そこで、多重比較の検定を、Bonferroni の方
法を用いて行った。

多重比較によれば、3 歳児と 4 歳児の第 3 段階で D
保育園が U 保育園よりも大きく、5 歳児の第 2 段階と
第 3 段階で、D 保育園が U 保育園よりも大きかった。
また、D 保育園において、第 2 段階で 5 歳児が 3 歳児
よりも大きく、第 3 段階で 5 歳児が 4 歳児よりも大き
かった。D 保育園と U 保育園の 3 歳児、4 歳児および
5 歳児で、第 3 段階が第 2 段階よりも大きかった。
（7）　左右手間隔の変化

三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結
果、主効果は、保育園要因（F（1, 159）=19.554, p<.005）、
年齢要因（F（2, 159）=6.634, p<.005）、活動段階要因

（F（1, 159）=97.139, p<.005）で有意であった。そこで、
多重比較の検定を、Bonferroni の方法を用いて行った。

多重比較によれば、5 歳児の第 2 段階と第 3 段階で
D 保育園が U 保育園よりも大きかった。また、D 保育
園の第 3 段階で、5 歳児が 3 歳児や 4 歳児よりも大き
かった。D 保育園と U 保育園の 3 歳児、4 歳児、およ
び 5 歳児で、第 3 段階が第 2 段階よりも大きかった。

（8）　頭円滑性の変化
三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結

果、主効果・交互作用は、保育園要因（F（1, 159）=9.497, 
p<.005）、保育園 * 活動段階要因（F（1, 159）=12.471, 
p<.005）で有意であった。そこで、単純主効果および多
重比較の検定を、Bonferroni の方法を用いて行った。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の保育園要因につい
て、3 歳児の第 3 段階（F（2, 159）=24.382, p<.005）
で有意であった。多重比較によれば、3 歳児と 4 歳児
の第 3 段階で、U 保育園が D 保育園よりも大きかった。
（9）　右手円滑性の変化

三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結
果、主効果・交互作用は、活動段階（F（1, 159）=14.078, 
p<.005）、年齢 * 活動段階要因（F（2, 159）=6.391, p<.005）
で有意であった。そこで、単純主効果および多重比較の
検定を、Bonferroni の方法を用いて行った。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の保育園要因につい
て、単純主効果は有意でなく、多重比較によれば、5
歳児の第 2 段階で D 保育園が U 保育園よりも大きかっ
た。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の年齢要因について、
単純主効果は有意でなく、多重比較によれば、D 保育
園において第 2 段階で 5 歳児が 3 歳児や 4 歳児よりも
大きく、第 3 段階で 3 歳児が 4 歳児よりも大きかった。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の活動段階要因につい
て、単純主効果はD保育園の3歳児（F（1, 159）=8.791, 
p<.005）、U保育園の3歳児（F（1, 159）=20.215, p<.005）
で有意であった。多重比較によれば、D 保育園および
U 保育園の 3 歳児で、第 3 段階が第 2 段階よりも大き
かった。
（10）　右足円滑性の変化

三元配置分散分析による被験者間効果の検定の結
果、主効果・交互作用は、保育園要因（F（1, 159）=22.145, 
p<.005）、活動段階要因（F（1, 159）=78.852, p<.005）、
保育園 * 活動段階要因（F（1, 159）=15.199, p<.005）で
有意であった。そこで、単純主効果および多重比較の検
定を、Bonferroni の方法を用いて行った。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の保育園要因につい
て、単純主効果は、4歳児の第2段階（F（1, 159）=12.292, 
p<.005）、5歳児の第2段階（F（1, 159）=16.789, p<.005）、
第 3 段階（F（1, 159）=8.325, p<.005）で有意であった。
多重比較によれば、3 歳児および 4 歳児の第 2 段階で
D 保育園が U 保育園よりも大きく、5 歳児の第 2 段階
と第 3 段階で、D 保育園が U 保育園よりも大きかった。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の年齢要因について、
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単純主効果は有意でなく、多重比較によれば、D 保育
園の第 3 段階で、5 歳児が 3 歳児よりも大きかった。

保育園 * 年齢 * 活動段階要因の活動段階要因につい
て、単純主効果は、D保育園の5歳児（F（1, 159）=8.426, 
p<.005）、U保育園の3歳児（F（1, 159）=32.145 , p<.005）、
4 歳児（F（1, 159）=30.174, p<.005）、5 歳児（F（1, 159）
=11.417, p<.005）で有意であった。多重比較によれば、
D 保育園の 5 歳児、U 保育園の 3 歳児、4 歳児、および
5 歳児で、第 3 段階が第 2 段階よりも大きかった。

2.　リズムの経験を中心とした活動から音楽的諸要素
　　の認識を目的とした活動への移行過程における動
　　作解析結果の考察
（1）　移動距離と移動平均加速度の増加に表れた音楽
　　的発展度を示す特徴

ここでの定量的分析の結果、活動実践における音楽
的諸要素の認識にかかわる活動内容が多様に複雑化す
る第 3 段階に向けて、移動距離や移動平均加速度は、
D 保育園、U 保育園共に、いずれの年齢でも概して増
加し、統計上の有意差が見られたことがわかった。ま
た、5 歳児が 3 歳児や 4 歳児よりも大きい傾向にあっ
た。

イーサネットカメラを用いた映像分析の結果、第 2
段階の測定時にも、手拍子に加えて、拍に合わせた身
体の揺れや手によるふりの動きは生じていたが、第 3
段階ではさらに、移動距離や移動平均加速度は増加し
ており、幼児が音楽の有するリズムパターンと曲想を
感受していることが、その身体的な動きの要素の変化
に表れていた。

活動実践において、《パンやさんにおかいもの》に関
しては、手遊びと役割演技が中心に行われていた。そ
れに対して、《ライオンの大行進》に関しては、異なる
リズムパターンを 2 グループの幼児同士による身体音
で同期したり、ABA 形式の認識のためのリズムパタ
ーンの経験をすることが前提となっている。その上で、

《ライオンの大行進》に合わせて、ライオンのイメージ
や想像上の感情によるライオンの歩みを表現するため、
その表現にも、曲想を捉えた足音の強弱が音楽の強弱
に合わせて頻繁に生じており、それが、移動平均加速
度の顕著な増加に繋がったと考えられる。動作解析の
結果、前述の三元配置分散分析の結果にも示したとお
り、右足移動平均加速度は、D 保育園の 5 歳児で
4.90m/s2 （第 2 段階の測定時）から 9.36m/s2 （第 3 段階
の測定時）へ、U 保育園の 5 歳児で 1.82m/s2 （第 2 段
階の測定時）から 4.64m/s2 （第 3 段階の測定時）へと、

有意に増加していた。
特に、右手の動きについては、足よりも頻繁に、足

音に合わせて前方に出され、また、ぐるっと上下左右
に回されていたため、総移動距離の平均値は、D 保育
園の 5 歳児で 7.87m（第 2 段階の測定時）から 19.98m

（第 3 段階の測定時）へ、U 保育園の 5 歳児で 4.15m
（第 2 段階の測定時）から 12.44m（第 3 段階の測定時）
へと、有意に増加していた。右手移動平均加速度の第
2 段階から第 3 段階への伸びは、D 保育園の 5 歳児で
6.65m/s2 （第 2 段階の測定時）から 9.20m/s2（第 3 段
階の測定時）へ、U 保育園の 5 歳児で 4.8m/s2（第 2 段
階の測定時）から 5.62m/s2（第 3 段階の測定時）であ
ったが、右足移動平均加速度の伸びほど大きくなかっ
た。右手移動平均加速度は、第 2 段階の測定時に、既
にイメージのふりの動きとして生じており、その点は、
第 3 段階においても同様であったためであると考えら
れる。

園別の比較によれば、移動距離や移動平均加速度
は、概して、D 保育園児が U 保育園児よりも大きい傾
向にあった。
（2）　左右手間隔の変位に表れた音楽的発展度を示す
　　特徴

前述の定量的分析の結果が示しているとおり、手の
動きに伴い、左右手間隔の変位は大きくなっている。
第 2 段階のリズムの経験を中心とする活動時に多く生
じた手拍子の際に、既に左右手間隔の変位は生じてい
るが、第 3 段階の音楽的諸要素の認識を目的とした活
動時には、その変位はさらに大きかった。そのことは、
D 保育園の 5 歳児で 6.79m （第 2 段階の測定時）から
16.53m （第 3 段階の測定時）へ、U 保育園の 5 歳児で
2.66m（第 2 段階の測定時）から 9.55m （第 3 段階の測
定時）への増加からも明らかである。

実際、《ライオンの大行進》のイメージによるふりの
動きについて、殆どの幼児は、4/4 拍子というパターン
の中で、自ら考えた音楽的表現を創出していたのであ
る。そこに、保育者による指示があったわけではない。
（3）　動きの円滑性の変化に表れた音楽的発展度を示
　　す特徴

動きの円滑性は、規則的な動きが一定のあまり早く
ない速度で持続しているときに生じる傾向にあること
が、これまでの動作解析結果からわかってきた。この
動きの円滑性は、移動平均速度と移動平均加速度との
比によって算出される（Burger, 2013）。

動作解析の結果、骨盤円滑性は、3 歳児で U 保育園
の平均値が D 保育園よりも大きく、第 3 段階で増加し
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ているのに対し、D 保育園の平均値は第 3 段階でさら
に減少していることがわかった。4 歳児で D 保育園と
U 保育園の平均値は、類似して 3 段階まで増加の傾向
にあった。5 歳児では、D 保育園の平均値が U 保育園
よりも大きく、第 2 段階から第 3 段階への増加の傾向
は類似していた。D 保育園では 5 歳児の平均値が大き
くなっているのに対して、U 保育園では、3 歳児の平
均値が大きかった。こうした傾向は、右足円滑性の変
化にも見られた。対して、右手円滑性については、3
歳児と 4 歳児で U 保育園の平均値が大きく、5 歳児で
は D 保育園の平均値が大きかったが、5 歳児で U 保育
園の平均値が増加しているのに対して、D 保育園の平
均値は減少していた。頭円滑性については、どの年齢
でも U 保育園の平均値が D 保育園よりも大きく、増加
していた。

こうしたことから、D 保育園では、3 歳児と 4 歳児
までは動きの円滑性が小さく、5 歳児では動きの円滑
性が大きかったことがわかる。U 保育園では、移動距
離や移動平均加速度が D 保育園よりも小さかったが、
動きの円滑性については、3 歳児と 4 歳児で D 保育園
よりも大きかった。イーサネットカメラによる映像分
析結果からも、U 保育園児は、頭を上下に振りながら
自然に拍やリズムをとる傾向が見られることが検証さ
れた。U 保育園児の骨盤円滑性や右足円滑性の変化に
ついて、3 歳児や 4 歳児ではリズムの経験から音楽的
諸要素の認識を目的とした活動まで増加し、一定の拍
を足でも自然にとっており、5 歳児でもあまり数値の
大きさは変わらなかったことがわかった。D 保育園で
は、3 歳児と 4 歳児までは、移動距離や移動平均加速
度が大きく、動きの円滑性が小さかったことから、一
定の拍をとるよりも、イメージによるふりの動きが頻
発していたことがわかる。ところが、D 保育園の 5 歳
児では、総移動距離や移動平均加速度と同様に、頭円
滑性以外の動きの円滑性が、U 保育園よりも大きかっ
た。D 保育園の 5 歳児は、リズムの経験でも音楽的諸
要素の認識を目的とした活動でも、イメージによるふ
りの動きと一定の拍をとる動きで表現していたことが
わかった。

3.　動作解析結果が示す移動軌跡における特徴
動作解析結果より算出された各測定部位の総移動距

離や映像分析の結果から、音楽的表現の発展度による
移動軌跡の特徴が抽出された。ここでは、その動作軌
跡の例として、D 保育園児の右手移動軌跡を挙げる。
（1）　《パンやさんにおかいもの》（第2段階測定時の

　　活動）で生じた右手移動軌跡について
（1）-1．D保育園の右手移動軌跡の特徴《パンやさん
　　　におかいもの》

ここでは、後述、第 3 段階の活動時の分類型によっ
て分類すると、3 歳児、4 歳児、5 歳児について、主
に、斜線型と左右密集型に二分された。

①　D 保育園 3 歳児の右手移動軌跡の特徴

D 保育園の 3 歳児には、図 1 に示した斜線型が多く、
3 歳児 a の右手の総移動距離は 4.70m であった。右手
移動距離が右足移動距離よりも大きい傾向にあった。

②　D 保育園 4 歳児の右手移動軌跡の特徴

D 保育園の 4 歳児には、図 2 に示した左右密集型が
多く見られた。4 歳児 b の右手の総移動距離は 4.76m
であった。

③　D 保育園 5 歳児の右手移動軌跡の特徴

D 保育園の 5 歳児では、斜線型と左右密集型とに二
分されていた。図 3 の 5 歳児 c は左右密集型に分類さ
れ、右手の総移動距離は 5.72m であった。
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図1　3歳児 a《パンやさんにお買い物》

図2　4歳児 b《パンやさんにお買い物》

図3　5歳児 c《パンやさんにお買い物》



（1）-2．U保育園の移動軌跡の特徴《パンやさんにお
　　　かいもの》

U 保育園では、手の動きが中心となり、斜線型が多
く、続いて左右密集型、中心密集型に分類された。3
歳児と 5 歳児では、斜線型と左右密集型に二分されて
いた。4 歳児では、斜線型、中心密集型に続いて左右
密集型が見られた。中心密集型では、両手の動きに伴
い、全身が揺れる傾向にあった。
（2）　《ライオンの大行進》（第3段階測定時の活動）
　　で生じた移動軌跡について
（2）-1．D保育園の移動軌跡の特徴
①　D 保育園 3 歳児の移動軌跡の特徴

移動距離の増加が顕著であった第 3 段階の右手と右
足の移動軌跡について、D 保育園の 3 歳児は、斜線型
と左右密集型に分類された。斜線型に分類された対象
児達は 12 人で、各々、あまり位置を変えない二足歩行
でライオンのイメージを表現し、足の動きに、両手を
前に出す動きが連動していた。左右密集型に分類され
た対象児達は 3 人と少なく、各々、二足歩行でライオ
ンのイメージを表現し、手を上下に大きく動かしてい
た。

3 歳児の多くは、右足移動距離が右手移動距離より
も大きい傾向にあった。
③　D 保育園 4 歳児の移動軌跡の特徴

移動距離の増加が顕著であった第 3 段階の右手と右
足の移動軌跡について、D 保育園の 4 歳児では、手を
大きく振り、二足歩行が見られる場合が、図 5 に示し
た左右密集型は 4 人、全身が手足の動きによって大き
く揺れている場合が 1 人見られたが、11 人は、斜線型
に該当する移動軌跡であった。但し、右手移動距離と
右足移動距離はどちらかが大きいか同様であるかにつ
いては、混在していた。
④　D 保育園 5 歳児の移動軌跡の特徴

移動距離の増加が顕著であった第 3 段階の右手と右
足の移動軌跡について、D 保育園の 5 歳児は、円形周
遊型、斜線型、中心密集型に大別された。次に示す図
4、図 5 は、5 歳児の右手移動軌跡の特徴的な例である。

図 4 の円形周遊型に分類された対象児達は、各々、
拍に合わせた四つ這いで、大きく動き回っていた。5
歳児 d の右手の総移動距離は、14.78m であった。

図 5 の 5 歳児 e は、中心密集型に分類され、右手の
総移動距離は 15.60m であった。中心密集型に分類さ
れた対象児達は、各々、四つ這いではあるが、あまり
位置を変えず、拍に合わせた手の大きな動きでライオ
ンのイメージを表現し、足の動きは手を支えることに

よる揺れの部分が大きかった。
（2）-2．U保育園の移動軌跡の特徴

U 保育園においても、前述、D 保育園児の移動軌跡
の分類型に該当する型が見られた。

3 歳児では斜線型、4 歳児では、斜線型、中心密集型
に二分された。5 歳児では、斜線型、左右密集型、中
心密集型に分類されたが、斜線型が多かった。但し、
右手移動距離と右足移動距離はどちらかが大きいか同
様であるかについては、類型いかんにかかわらず、混
在していた。
（3）　《ライオンの大行進》( 第 3段階測定時の活動 )
に生じた移動軌跡の特徴

この活動測定時の移動軌跡は、全体の半数が斜線型
を占め、続いて、左右密集型、中心密集型が多く、円
形周遊型がわずかに見られた。年齢による内訳は、斜
線型が、3 歳児と 4 歳児に見られ、5 歳児で少なかっ
た。左右密集型は、3 歳児で半数、4 歳児で 1/3、5 歳
児でわずかに見られた。中心密集型は、3 歳児でわず
かであり、4 歳児で 1/3、5 歳児で半数以上を占めた。

さらに、園別に見ると、D 保育園では、斜線型が 3
歳児と 4 歳児の殆どを占め、続いて、左右密集型が 3
歳児と 4 歳児で分類されていた。中心密集型と円形周
遊型は、5 歳児のみに生じていた。それに対して、U
保育園では、3 歳児と 4 歳児で斜線型、3 歳児と 5 歳児
で左右密集型、4 歳児と 5 歳児で中心密集型が生じて
おり、円形周遊型は見られなかった。

こうしたことから、移動距離や移動平均加速度が大
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図4　5歳児 d《ライオンの大行進》

図5　5歳児 e《ライオンの大行進》



きい傾向にあった D 保育園では、U 保育園よりも分類
型の種類が多かったが、斜線型や左右密集型が 3 歳児
と 4 歳児に生じる傾向にあったことがわかった。中心
密集型は 4 歳児と 5 歳児に、円形密集型は、総移動距
離の平均値の大きかった 5 歳児のみに生じていたこと
がわかった。

Ⅳ　考察のまとめとおわりにかえて
本稿では、リズムの経験を中心とした活動時と音楽

的諸要素の認識を目的とした活動時の動作解析結果に
ついて、定量的分析を行った。また、取得データ個々
の移動軌跡についても検討し、映像分析と併せて、音
楽的諸要素の認識の深化に伴う、音楽的表現における
身体的な動きの要素の変化を明らかにしようとした。

定量的分析の結果、移動距離および移動平均加速度
に関しては、いずれも音楽的諸要素の認識を目的とす
る活動の第 3 段階の測定時、《ライオンの大行進》の方
が、リズム経験を中心とする活動の第 2 段階の測定時、

《パンやさんにおかいもの》よりも、増加していること
がわかった。特に、右手や右足の、イメージによるふ
りの動きの増加は顕著であり、それは、U 保育園より
も D 保育園が大きい傾向にあった。それに対して、動
きの円滑性は、3 歳児と 4 歳児に関しては、U 保育園
が D 保育園よりも大きく、5 歳児では、D 保育園が U
保育園よりも大きかった。5 歳児について、D 保育園
では、移動平均加速度と動きの円滑性の両方に関して、
リズムの経験から音楽的諸要素の認識の経験への移行
過程で、顕著な増加が見られた。それは、音楽に合わ
せて拍やリズムの認識を表現すると同時に、曲想にお
ける音の強弱や特徴的なリズムパターンを感受し、自
らの足音の強弱や右手の動きによって、イメージによ
るふりの表現を行っていたことを検証するものであっ
た。頭の動きの円滑性については、どの年齢でも、U
保育園が大きく、頭を上下に振る動きによって、一定
の速さである拍を常にとっていたことがわかった。

また、各対象児の移動軌跡と総移動距離、および映
像分析の結果から、測定時の移動軌跡について、斜線
型、左右密集型、中心密集型、円形周遊型に分類した。
リズムの経験の《パンやさんにおかいもの》について
は、右手移動距離が右足移動距離よりも大きい傾向に
あり、D 保育園と U 保育園のいずれも、3 歳児、4 歳
児、5 歳児について、主に、「斜線型」と「左右密集
型」に二分されるかたちとなっていた。U 保育園では、
手の動きが中心となり、「斜線型」が多く、続いて「左
右密集型」「中心密集型」に分類された。音楽的諸要素

の認識の活動《ライオンの大行進》では、移動距離や
移動平均加速度が大きい傾向にあった D 保育園では、
5 歳児で、U 保育園よりも分類型の種類が多く生じて
いることがわかった。

このように、リズムの経験を中心とした活動から音
楽的諸要素の認識を中心とした活動の移行過程に焦点
化して、定量的分析を行うと、右手と右足の移動距離、
移動平均加速度、および、動きの円滑性の変化に、幼
児の音楽的表現の特徴的な変化が表れることがわかっ
た。さらに、個々の移動軌跡にも、分類できる特徴が
見い出されることがわかった。
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The Degree of Development of Musical Expression Indicated by Changes 
in the Elements of Body Movement in Early Childhood:

Through an Analysis of the Transition Process from Rhythm Perception to 
Recognition of Musical Elements

Faculty of Childhood Education, Department of Childhood Education
Mina SANO

Abstract

In this study, how development of musical expression in early childhood appeared in the change of elements of 
body movement was inspected by a quantitative analysis. 3-year-old, 4-year-old, and 5-year-old children in the two 
nursery schools （n=89） participated in the movement analysis of musical expression of two contents utilizing motion 
capture in 2019 year. Acquired data were implemented in a quantitative analysis such as a three-way non repeated 
ANOVA, video analysis, and inspection of moving trace. As a result, it was found that the degree of development of 
musical expression appeared in changes in the moving distance, the moving average acceleration, and the movement 
smoothness centering on the movement regarding the right hand and right foot. Furthermore, it was found that the 
moving trace was classified into four types and the classification type also became complicated as the recognition of 
musical elements progressed in early childhood.

Keywords: Developmental level of musical expression in early childhood, moving distance, 
　　　　　moving average acceleration, movement smoothness, classification of moving trace
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